
特集1

　アルゴリズムと聞いて，「ちょっと苦手だなぁ」と思う方は少なくないと思います。最近のプログラミングでは，
とりあえずメソッドや関数を呼び出せばアルゴリズムを利用できるようになっているので，アルゴリズムそのも
のを学ぶ必要はないと考えている方もいるかもしれません。

　しかし，プログラムを作っているときに，頭に浮かんだ処理方法をコードとして表現するのに苦労することは
ありませんか？ アルゴリズムとはなんらかの問題を解決する手順であり，それをコンピュータが理解できるよう
に記述したものがプログラムです。つまり，プログラムを書いている以上，なんらかのアルゴリズムを記述して
いるといえます。アルゴリズムを学ぶことは，プログラミングの腕を上げるために欠かせないのです。

　この特集では，アルゴリズムの基本をじっくりと解説します。Part1では，図をふんだんに使って，探索とソー
トにかかわる七つのアルゴリズムを説明します。ここでは，基本的な考え方を紹介してから，コードとして表現す
るための考え方を詳しく解き明かすという2段階の構成になっています。図でイメージをつかんでから，コード
として表現するための考え方を身に付けましょう。

　Part2では，オープンソースのJava開発キット「OpenJDK」のソースコードをのぞいてみます。Java 
APIのソート・メソッドのソースコードを読みながら，アルゴリズムの実装例を具体的に解説します。Part1で
基礎をつかんでから読むと，より深く理解できるでしょう。

　Part3では，アルゴリズムの工夫が処理速度の劇的な短縮につながった，開発現場での実例をお見せします。
問題を解決する方法は一つとは限らないということと，様々な方法を試行錯誤することの大切さを実感してくだ
さい。「頭で考えた処理を，なかなかコードとして表現できない」という方には特に参考になるでしょう。

基本アルゴリズムを徹底図解
イメージをつかんでコードに生かす

Java APIのソースから読み解く
アルゴリズム実装テクニック

劇的に処理時間を短縮
実例から学ぶアルゴリズム活用法
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　先に紹介した二分探索木のように，木構造を利用するソート・
アルゴリズムが「ヒープソート」です。ここでいう「ヒープ」は，
木構造の一つを意味します。ヒープの木構造は，二分探索木
とは異なり，親ノードと子ノードの関係は親が最も大きくなれ
ばよく，子同士の大小関係に決まりはありません。
　ヒープソートはあくまで仮想的なもので，木構造を表現する
ために専用のデータ構造を用意する必要はなく，配列で表現
できます。手順としては，まず未ソートの配列（もともとの配列）

からヒープを構築します。ヒープが完成したらその頂点から値
を取り出します。すると，ノード間の大小関係が崩れるので，ヒー
プを再構築し，再び頂点から値を取り出します。この作業を
繰り返すことで，配列の要素をソートしていきます。
　一般にヒープソートの平均的な処理速度は，このあとで紹
介するクイックソートに比べると多少劣りますが，最遅のケー
スと最速のケースを比べても大きな差が発生せず，比較的安
定しているの特徴です。
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